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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブの振動子アレイから被検体に向けて超音波ビームが送信されると共に被
検体による超音波エコーを受信した前記超音波プローブの振動子アレイから出力された受
信信号を処理し、処理された受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波診断装置で
あって、
　前記超音波プローブの振動子アレイから出力された複数チャンネルの受信信号のうちＮ
チャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号を順次選択するマルチプレクサと、
　それぞれ前記マルチプレクサで選択されたＮチャンネル分の受信信号を順次サンプリン
グして受信データを生成する複数の受信信号処理部と、
　チャンネル毎に、順次サンプリングされた複数の受信データから、これら受信データの
時間的な補間値を演算し、この補間値を用いることにより、前記複数の受信信号処理部で
順次生成された時間差のある受信データに対してチャンネル間の時間差を解消した上でビ
ームフォーミングを行うビームフォーマと
　を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記ビームフォーマは、各受信信号処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信デー
タのうち基本チャンネルの受信データ以外の受信データの補間値を演算し、これらの補間
値と基本チャンネルの受信データを用いてビームフォーミングを行う請求項１に記載の超
音波診断装置。
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【請求項３】
　前記ビームフォーマは、各受信信号処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信デー
タの補間値を演算し、これらの補間値を用いてビームフォーミングを行う請求項１に記載
の超音波診断装置。
【請求項４】
　超音波プローブの振動子アレイから被検体に向けて超音波ビームが送信されると共に被
検体による超音波エコーを受信した前記超音波プローブの振動子アレイから出力された受
信信号を処理し、処理された受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成方
法であって、
　前記超音波プローブの振動子アレイから出力された複数チャンネルの受信信号のうちＮ
チャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号を順次選択し、
　選択されたＮチャンネル分の受信信号を順次サンプリングして受信データを生成し、
　チャンネル毎に、順次サンプリングされた複数の受信データから、これら受信データの
時間的な補間値を演算し、この補間値を用いることにより、順次生成された時間差のある
受信データに対してチャンネル間の時間差を解消した上でビームフォーミングを行う
　ことを特徴とする超音波画像生成方法。
【請求項５】
　各受信信号処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信データのうち基本チャンネル
の受信データ以外の受信データの補間値を演算し、これらの補間値と基本チャンネルの受
信データを用いてビームフォーミングを行う請求項４に記載の超音波画像生成方法。
【請求項６】
　各受信信号処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信データの補間値を演算し、こ
れらの補間値を用いてビームフォーミングを行う請求項４に記載の超音波画像生成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、超音波診断装置および超音波画像生成方法に係り、特に、超音波プローブ
の振動子アレイから超音波を送受信することにより生成された超音波画像に基づいて診断
を行う超音波診断装置の省電力化に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、医療分野において、超音波画像を利用した超音波診断装置が実用化されてい
る。一般に、この種の超音波診断装置は、振動子アレイを内蔵した超音波プローブと、こ
の超音波プローブに接続された装置本体とを有しており、超音波プローブから被検体に向
けて超音波を送信し、被検体からの超音波エコーを超音波プローブで受信して、その受信
信号を装置本体で電気的に処理することにより超音波画像が生成される。
【０００３】
　近年、ベッドサイドや救急医療現場等に搬送して使用することができるポータブル型の
超音波診断装置が開発されているが、このような超音波診断装置では、その電源にバッテ
リが用いられており、装置の消費電力が連続使用時間に大きな影響を及ぼすこととなる。
また、消費電力が大きいと、装置内の発熱量も大きくなるので、放熱対策のために装置サ
イズの大型化を余儀なくされ、ポータブル型という利便性が損なわれてしまう。
【０００４】
　特に、超音波プローブと装置本体とを無線接続するワイヤレスプローブ等では、振動子
からの超音波の送信および超音波エコーの受信に関わる送受信回路を小さなプローブ内に
配置する必要があるため、これらの回路の大幅な省電力化が要求される。
　送受信回路の実装個数を削減すれば、それだけ省電力化を図ることができるが、送受信
回路の数に伴って同時開口数が減少すると、高画質の画像を得ることができなくなってし
まう。
【０００５】
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　特許文献１には、微小角の偏向を行う場合でも広い開口での受信を可能にする目的で、
隣接する複数の振動子の信号を不均等に加算して受信信号数を減少させた後にデジタル変
換してビームフォーマで整相遅延加算を行うようにした超音波診断装置が開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－１３９９１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１の装置では、受信信号数を減少させても、その減少した受信
信号数に対応する数の受信信号処理部が必要となり、プローブ内の省電力化を図ることは
困難である。
　この発明は、このような従来の問題点を解消するためになされたもので、高画質の画像
を得ながらも省電力化を図ることができる超音波診断装置および超音波画像生成方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係る超音波診断装置は、超音波プローブの振動子アレイから被検体に向けて
超音波ビームが送信されると共に被検体による超音波エコーを受信した超音波プローブの
振動子アレイから出力された受信信号を処理し、処理された受信信号に基づいて超音波画
像を生成する超音波診断装置であって、超音波プローブの振動子アレイから出力された複
数チャンネルの受信信号のうちＮチャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号を順
次選択するマルチプレクサと、それぞれマルチプレクサで選択されたＮチャンネル分の受
信信号を順次サンプリングして受信データを生成する複数の受信信号処理部と、チャンネ
ル毎に、順次サンプリングされた複数の受信データから、これら受信データの時間的な補
間値を演算し、この補間値を用いることにより、複数の受信信号処理部で順次生成された
時間差のある受信データに対してチャンネル間の時間差を解消した上でビームフォーミン
グを行うビームフォーマとを備えたものである。
【０００９】
　ビームフォーマは、各受信信号処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信データの
うち基本チャンネルの受信データ以外の受信データの補間値を演算し、これらの補間値と
基本チャンネルの受信データを用いてビームフォーミングを行う、あるいは、各受信信号
処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信データの補間値を演算し、これらの補間値
を用いてビームフォーミングを行うことができる。
【００１０】
　この発明に係る超音波画像生成方法は、超音波プローブの振動子アレイから被検体に向
けて超音波ビームが送信されると共に被検体による超音波エコーを受信した超音波プロー
ブの振動子アレイから出力された受信信号を処理し、処理された受信信号に基づいて超音
波画像を生成する超音波画像生成方法であって、超音波プローブの振動子アレイから出力
された複数チャンネルの受信信号のうちＮチャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信
信号を順次選択し、選択されたＮチャンネル分の受信信号を順次サンプリングして受信デ
ータを生成し、チャンネル毎に、順次サンプリングされた複数の受信データから、これら
受信データの時間的な補間値を演算し、この補間値を用いることにより、順次生成された
時間差のある受信データに対してチャンネル間の時間差を解消した上でビームフォーミン
グを行う方法である。
【００１１】
　各受信信号処理部で順次生成されたＮチャンネル分の受信データのうち基本チャンネル
の受信データ以外の受信データの補間値を演算し、これらの補間値と基本チャンネルの受
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信データを用いてビームフォーミングを行う、あるいは、各受信信号処理部で順次生成さ
れたＮチャンネル分の受信データの補間値を演算し、これらの補間値を用いてビームフォ
ーミングを行うことができる。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、超音波プローブの振動子アレイから出力された複数チャンネルの受
信信号のうちＮチャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号をマルチプレクサで順
次選択し、選択されたＮチャンネル分の受信信号を複数の受信信号処理部で順次処理して
受信データを生成し、順次生成された時間差のある受信データに対してビームフォーマが
ビームフォーミングを行うので、高画質の画像を得ながらも省電力化を図ることが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】この発明の実施の形態１に係る超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１における信号処理の様子を示すタイミングチャートである。
【図３】実施の形態２における信号処理の様子を示すタイミングチャートである。
【図４】実施の形態３に係る超音波診断装置の超音波プローブの構成を示すブロック図で
ある。
【図５】実施の形態３における信号処理の様子を示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、この発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
実施の形態１
　図１に、この発明の実施の形態１に係る超音波診断装置の構成を示す。超音波診断装置
は、超音波プローブ１と、この超音波プローブ１と無線通信により接続された診断装置本
体２とを備えている。
【００１５】
　超音波プローブ１は、１次元又は２次元の振動子アレイの複数チャンネルを構成する複
数の超音波トランスデューサ３を有し、これらトランスデューサ３に受信信号接続部４お
よびマルチプレクサ５を介して複数の受信信号処理部６が接続されている。これら複数の
受信信号処理部６にデータ格納部７が接続され、さらにデータ格納部７に整相加算部８お
よび信号処理部９を順次介して無線通信部１０が接続されている。また、複数のトランス
デューサ４に送信駆動部１１を介して送信制御部１２が接続され、複数の受信信号処理部
６に受信制御部１３が接続され、無線通信部１０に通信制御部１４が接続されている。そ
して、送信制御部１２、受信制御部１３および通信制御部１４にプローブ制御部１５が接
続されている。
【００１６】
　複数のトランスデューサ３は、それぞれ送信駆動部１１から供給される駆動信号に従っ
て超音波を送信すると共に被検体からの超音波エコーを受信して受信信号を出力する。各
トランスデューサ３は、例えば、ＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸鉛）に代表される圧電セラ
ミックや、ＰＶＤＦ（ポリフッ化ビニリデン）に代表される高分子圧電素子等からなる圧
電体の両端に電極を形成した振動子によって構成される。
　そのような振動子の電極に、パルス状又は連続波の電圧を印加すると、圧電体が伸縮し
、それぞれの振動子からパルス状又は連続波の超音波が発生して、それらの超音波の合成
により超音波ビームが形成される。また、それぞれの振動子は、伝搬する超音波を受信す
ることにより伸縮して電気信号を発生し、それらの電気信号は、超音波の受信信号として
出力される。
【００１７】
　送信駆動部１１は、例えば、複数のパルサを含んでおり、送信制御部１２によって選択
された送信遅延パターンに基づいて、複数のトランスデューサ３から送信される超音波が
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被検体内の組織のエリアをカバーする幅広の超音波ビームを形成するようにそれぞれの駆
動信号の遅延量を調節して複数のトランスデューサ３に供給する。
【００１８】
　受信信号接続部４は、それぞれ対応するトランスデューサ３とマルチプレクサ５の入力
端子との間を接続／遮断する複数のスイッチからなり、プローブ制御部１５からの指令に
基づいて、超音波の送信時はオフされ、受信時はオンされて各トランスデューサ３をマル
チプレクサ５の対応する入力端子に接続する。
　マルチプレクサ５は、一対の入力端子ａおよびｂに対して１つの出力端子ｃを有する２
：１マルチプレクサであり、プローブ制御部１５からの指令に基づき、予め設定された所
定のサンプリング周期Ｔｓで入力端子ａおよびｂを交互に出力端子ｃに接続する。
　すなわち、超音波の受信時にオン状態にされた受信信号接続部４の各スイッチを介して
、複数チャンネルの受信信号のうち、互いに隣接する２つのトランスデューサ３からの２
チャンネルの受信信号が所定のサンプリング周期Ｔｓで交互に各受信信号処理部６に接続
される。
【００１９】
　受信信号処理部６は、受信制御部１３の制御の下で、受信信号接続部４およびマルチプ
レクサ５を介して接続されたトランスデューサ３から出力される受信信号に対して直交検
波処理又は直交サンプリング処理を施すことにより複素ベースバンド信号を生成し、複素
ベースバンド信号をサンプリングすることにより、組織のエリアの情報を含む受信データ
を生成する。受信信号処理部６は、複素ベースバンド信号をサンプリングして得られるデ
ータに高能率符号化のためのデータ圧縮処理を施すことにより受信データを生成してもよ
い。
　データ格納部７は、メモリ等によって構成され、複数の受信信号処理部６で生成された
少なくとも１フレーム分の受信データを格納する。
【００２０】
　整相加算部８は、この発明におけるビームフォーマを構成するもので、プローブ制御部
１５において設定された受信方向に応じて、予め記憶されている複数の受信遅延パターン
の中から１つの受信遅延パターンを選択し、選択された受信遅延パターンに基づいて、受
信データによって表される複数の複素ベースバンド信号にそれぞれの遅延を与えて加算す
ることにより、複数の受信信号処理部６で生成された時間差のある受信データに対してビ
ームフォーミングを行う。このビームフォーミングにより、超音波エコーの焦点が絞り込
まれたベースバンド信号（音線信号）が生成される。
　信号処理部９は、整相加算部８により生成された音線信号に対し、超音波の反射位置の
深度に応じて距離による減衰の補正を施した後、通常のテレビジョン信号の走査方式に従
う画像信号に変換（ラスター変換）することにより、被検体内の組織に関する断層画像情
報であるＢモード画像信号を生成する。
【００２１】
　無線通信部１０は、信号処理部９で生成されたＢモード画像信号に基づいてキャリアを
変調して伝送信号を生成し、伝送信号をアンテナに供給してアンテナから電波を送信する
ことにより、Ｂモード画像信号を送信する。変調方式としては、例えば、ＡＳＫ（Amplit
ude Shift Keying）、ＰＳＫ（Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shi
ft Keying）、１６ＱＡＭ（16 Quadrature Amplitude Modulation）等が用いられる。
　無線通信部１０は、診断装置本体２との間で無線通信を行うことにより、Ｂモード画像
信号を診断装置本体２に送信すると共に、診断装置本体２から各種の制御信号を受信して
、受信された制御信号を通信制御部１４に出力する。通信制御部１４は、プローブ制御部
１５によって設定された送信電波強度でＢモード画像信号の送信が行われるように無線通
信部１０を制御すると共に、無線通信部１０が受信した各種の制御信号をプローブ制御部
１５に出力する。
【００２２】
　プローブ制御部１５は、診断装置本体２から送信される各種の制御信号に基づいて、超
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音波プローブ１の各部の制御を行う。
　超音波プローブ１には、図示しないバッテリが内蔵され、このバッテリから超音波プロ
ーブ１内の各回路に電源供給が行われる。
　なお、超音波プローブ１は、リニアスキャン方式、コンベックススキャン方式、セクタ
スキャン方式等の体外式プローブでもよいし、ラジアルスキャン方式等の超音波内視鏡用
プローブでもよい。
【００２３】
　一方、診断装置本体２は、無線通信部２１を有し、この無線通信部２１に画像処理部２
２が接続され、画像処理部２２に表示制御部２３と画像格納部２４がそれぞれ接続され、
表示制御部２３に表示部２５が接続されている。また、無線通信部２１に通信制御部２６
が接続され、表示制御部２３および通信制御部２６に本体制御部２７が接続されている。
さらに、本体制御部２７には、オペレータが入力操作を行うための操作部２８と、動作プ
ログラム等を格納する格納部２９がそれぞれ接続されている。
【００２４】
　無線通信部２１は、超音波プローブ１との間で無線通信を行うことにより、各種の制御
信号を超音波プローブ１に送信する。また、無線通信部２１は、アンテナによって受信さ
れる信号を復調することにより、Ｂモード画像信号を出力する。
　通信制御部２６は、本体制御部２７によって設定された送信電波強度で各種の制御信号
の送信が行われるように無線通信部２１を制御する。
　画像処理部２２は、通信制御部２６から入力されるＢモード画像信号に階調処理等の各
種の必要な画像処理を施した後、Ｂモード画像信号を表示制御部２３に出力する、あるい
は画像格納部２４に格納する。
【００２５】
　表示制御部２３は、画像処理部２２によって画像処理が施されたＢモード画像信号に基
づいて、表示部２５に超音波診断画像を表示させる。表示部２５は、例えば、ＬＣＤ等の
ディスプレイ装置を含んでおり、表示制御部２３の制御の下で、超音波診断画像を表示す
る。
【００２６】
　このような診断装置本体２において、画像処理部２２、表示制御部２３、通信制御部２
６および本体制御部２７は、ＣＰＵと、ＣＰＵに各種の処理を行わせるための動作プログ
ラムから構成されるが、それらをデジタル回路で構成してもよい。上記の動作プログラム
は、格納部２９に格納される。格納部２９における記録媒体としては、内蔵のハードディ
スクの他に、フレキシブルディスク、ＭＯ、ＭＴ、ＲＡＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはＤＶＤ－
ＲＯＭ等を用いることができる。
【００２７】
　次に、実施の形態１の動作について説明する。
　超音波診断が開始されると、まず、プローブ制御部１５により受信信号接続部４の各ス
イッチがオフ状態にされ、この状態で超音波プローブ１の送信駆動部１１から供給される
駆動信号に従って振動子アレイを構成する複数のトランスデューサ３から超音波が送信さ
れる。
【００２８】
　複数のトランスデューサ３からの超音波の送信が終わると、直ちにプローブ制御部１５
により受信信号接続部４の各スイッチがオン状態にされ、各トランスデューサ３をマルチ
プレクサ５の対応する入力端子に接続する。このとき、マルチプレクサ５は、プローブ制
御部１５からの指令に基づき、予め設定された所定のサンプリング周期Ｔｓで一対の入力
端子ａおよびｂを交互に１つの出力端子ｃに接続する。これにより、マルチプレクサ５の
入力端子ａに接続されているチャンネルのトランスデューサ３からの受信信号が受信信号
処理部６に供給されて受信データＡが生成された後、マルチプレクサ５の入力端子ｂに接
続されているチャンネルのトランスデューサ３からの受信信号が受信信号処理部６に供給
されて受信データＢが生成され、以降受信データＡと受信データＢが交互に生成されて、
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データ格納部７に順次格納される。
【００２９】
　例えば、図２に示されるように、マルチプレクサ５の入力端子ａに接続されたチャンネ
ルのトランスデューサ３からの受信信号が対応する受信信号処理部６で時刻ｔ１にサンプ
リングされて１番目の受信データＡ１が生成された後、所定のサンプリング周期Ｔｓだけ
後の時刻ｔ２にはマルチプレクサ５の入力端子ｂに接続されたチャンネルのトランスデュ
ーサ３からの受信信号が同一の受信信号処理部６でサンプリングされて１番目の受信デー
タＢ１’が生成され、さらに所定のサンプリング周期Ｔｓだけ後の時刻ｔ３に再び入力端
子ａに接続されたチャンネルのトランスデューサ３からの受信信号が同一の受信信号処理
部６でサンプリングされて２番目の受信データＡ２が生成される。
　このように、１つの受信信号処理部６において、２チャンネルのトランスデューサ３か
らの受信信号が交互に処理される。
【００３０】
　ここで、マルチプレクサ５の入力端子ｂに接続されたチャンネルのトランスデューサ３
からの受信信号による受信データは、入力端子ａに接続されたチャンネルのトランスデュ
ーサ３からの受信信号による受信データに対して所定のサンプリング周期Ｔｓだけ遅れた
タイミングでサンプリングされたものであるので、便宜上「Ｂ１’」のように「’」を付
けて表示されている。
　このようにして、所定のサンプリング周期Ｔｓの間隔で生成された受信データＡ１、Ｂ
１’、Ａ２、Ｂ２’、Ａ３、Ｂ３’・・・がデータ格納部７に格納される。
【００３１】
　整相加算部８は、まず、マルチプレクサ５の入力端子ａに接続されたチャンネルのトラ
ンスデューサ３からの受信信号による受信データＡ１、Ａ２、Ａ３・・・と、マルチプレ
クサ５の入力端子ｂに接続されたチャンネルのトランスデューサ３からの受信信号による
受信データＢ１’、Ｂ２’、Ｂ３’・・・の時間調整を行うことにより、これら受信デー
タＡ１、Ａ２、Ａ３・・・と受信データＢ１’、Ｂ２’、Ｂ３’・・・の時間差を解消す
る。
　例えば、マルチプレクサ５の入力端子ａおよびｂにそれぞれ接続された２チャンネルの
うち、入力端子ａに接続されたチャンネルを基本チャンネルとすると、この基本チャンネ
ルにおける受信データＡ１、Ａ２、Ａ３・・・は、２周期（２・Ｔｓ）に１回の割合でサ
ンプリングされているため、２周期（２・Ｔｓ）分にわたるデータであるとして調整後の
受信データＡを形成する。
【００３２】
　一方、基本チャンネル以外のチャンネル、すなわちマルチプレクサ５の入力端子ｂに接
続されたチャンネルにおける受信データＢについては、例えば、受信データＢ１’は基本
チャンネルの受信データＡ２よりも１サンプリング周期Ｔｓだけ早くサンプリングされ、
受信データＢ２’は基本チャンネルの受信データＡ２よりも１サンプリング周期Ｔｓだけ
遅くサンプリングされたものであるので、受信データＢ１’とＢ２’の時間的な２点補間
値（Ｂ１’＋Ｂ２’）／２を演算して、これを受信データＡ２と同一タイミングでサンプ
リングされた２周期（２・Ｔｓ）分にわたるデータであるとみなす。同様にして、受信デ
ータＡ３，Ａ４，Ａ５・・・と同一タイミングでサンプリングされたデータであるとみな
すことができる２点補間値（Ｂ２’＋Ｂ３’）／２、（Ｂ３’＋Ｂ４’）／２、（Ｂ４’
＋Ｂ５’）／２・・・を演算して、これらを調整後の受信データＢとする。
【００３３】
　その後、整相加算部８は、プローブ制御部１５において設定された受信方向に対応する
遅延を加えて受信データＡと受信データＢを加算する。図２では、例えば受信データＢを
２周期（２・Ｔｓ）分だけ遅延させて受信データＡに加算した結果が示されている。
　同様にして、複数の受信信号処理部６でそれぞれ２つのトランスデューサ３からの受信
信号を交互に処理し、複数のトランスデューサ３からの受信信号をすべて処理することに
より、整相加算部８でビームフォーミングがなされ、音線信号が生成される。
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【００３４】
　さらに、整相加算部８で生成された音線信号に基づいて信号処理部９でＢモード画像信
号が生成され、無線通信部１０から診断装置本体２へ無線伝送される。診断装置本体２の
無線通信部２１で受信されたＢモード画像信号は、画像処理部２２で階調処理等の画像処
理が施された後、このＢモード画像信号に基づいて表示制御部２３により超音波診断画像
が表示部２５に表示される。
【００３５】
　この実施の形態１においては、２：１のマルチプレクサ５を用いて、２つのトランスデ
ューサ３からの受信信号を１つの受信信号処理部６で処理するように構成されているので
、複数のトランスデューサ３のチャンネル数に対して半数の受信信号処理部６を実装すれ
ばよく、大幅に省電力化を図りながらも高画質の画像を得ることが可能となる。
【００３６】
　なお、サンプリング周期Ｔｓは適宜選択することができる。ただし、２つのトランスデ
ューサ３からの受信信号を１つの受信信号処理部６で処理するため、整相加算により形成
されるデータの周波数に対して２倍の周波数でマルチプレクサ５を動作させる必要がある
。例えば、整相加算により形成されるデータを４０ＭＨｚの周波数で得るためには、２倍
のサンプリング周波数８０ＭＨｚに対応して、サンプリング周期Ｔｓを１．２５ｎｓとす
ればよい。
【００３７】
　なお、２：１のマルチプレクサ５の代わりにＮ：１（Ｎ≧３）のマルチプレクサを用い
てＮチャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号を順次選択し、Ｎチャンネル分の
受信信号を１つの受信信号処理部で順次処理して受信データを生成することもできる。こ
の場合、Ｎチャンネル分の受信信号のうち、基本チャンネルの受信信号以外の（Ｎ－１）
チャンネル分の受信信号をそれぞれ時間的に補間して時間調整をすればよい。
【００３８】
実施の形態２
　上記の実施の形態１では、各受信信号処理部６で生成される受信データＡおよびＢのう
ち、受信データＢのみを２点補間して時間調整を行ったが、２チャンネル分の受信データ
ＡおよびＢの双方をそれぞれ２点補間して時間調整を行うこともできる。
　図３に示されるように、受信データＡ１、Ａ２、Ａ３・・・は、２周期（２・Ｔｓ）に
１回の割合でサンプリングされているため、これら受信データＡ１、Ａ２、Ａ３・・・を
順次２点補間することにより、サンプリング周期Ｔｓ毎の受信データＡを形成すると共に
、同様にして、２周期（２・Ｔｓ）に１回の割合でサンプリングされた受信データＢ１’
、Ｂ２’、Ｂ３’・・・を順次２点補間することにより、サンプリング周期Ｔｓ毎の受信
データＢを形成する。
【００３９】
　そして、プローブ制御部１５において設定された受信方向に対応する遅延を加えて受信
データＡと受信データＢを加算すればよい。図３では、例えば受信データＢを２周期（２
・Ｔｓ）分だけ遅延させて受信データＡに加算した結果が示されている。
　このようにすれば、サンプリング周期Ｔｓ毎の受信データＡおよびＢを形成するため、
受信信号処理部６の実装数を削減して省電力化を図りながらも、さらに高画質の画像を得
ることが可能となる。
【００４０】
　この実施の形態２においても、２：１のマルチプレクサ５の代わりにＮ：１（Ｎ≧３）
のマルチプレクサを用いてＮチャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号を順次選
択し、Ｎチャンネル分の受信信号を１つの受信信号処理部で順次処理して受信データを生
成することができる。この場合、Ｎチャンネル分の受信信号をすべて時間的に補間するこ
とで時間調整がなされる。
【００４１】
実施の形態３
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　図４に実施の形態３に係る超音波診断装置に用いられる超音波プローブ３１の内部構成
を示す。この超音波プローブ３１は、図１に示した実施の形態１における超音波プローブ
１において、マルチプレクサ５の一対の入力端子ａおよびｂのうち一方の入力端子ａと受
信信号接続部４の対応するスイッチとの間にそれぞれ遅延回路１６を挿入したものであり
、その他の構成部材は、実施の形態１における超音波プローブ１と同様である。
【００４２】
　遅延回路１６は、サンプリング周期Ｔｓと同一の長さの遅延時間Ｔｄを有し、マルチプ
レクサ５の入力端子ａに接続されたチャンネルのトランスデューサ３からの受信信号を、
入力端子ｂに接続されたチャンネルのトランスデューサ３からの受信信号に対して遅延時
間Ｔｄだけ遅延させる。
　この実施の形態３では、マルチプレクサ５の入力端子ａおよびｂにそれぞれ接続された
２チャンネルのうち、入力端子ｂに接続されたチャンネルを基本チャンネルとし、基本チ
ャンネル以外のチャンネル、すなわちマルチプレクサ５の入力端子ａに接続されたチャン
ネルにおける受信信号が、基本チャンネルにおける受信信号に対して遅延時間Ｔｄだけ遅
延される。
【００４３】
　マルチプレクサ５の動作により、基本チャンネルにおける受信データＢは、基本チャン
ネル以外のチャンネルにおける受信データＡよりもサンプリング周期Ｔｓだけ遅れてサン
プリングされるため、基本チャンネル以外のチャンネルの受信信号を遅延回路１６でサン
プリング周期Ｔｓと同一長さの遅延時間Ｔｄだけ遅延させることで、双方のチャンネルに
対して実質的に同一タイミングでサンプリングされたものと同じ受信データＡおよびＢが
得られることとなる。
【００４４】
　そこで、図５に示されるように、整相加算部８は、受信データＡおよびＢをそれぞれ２
周期（２・Ｔｓ）分にわたると共に互いに同一タイミングのデータとなるように時間調整
した後、プローブ制御部１５において設定された受信方向に対応する遅延を加えて受信デ
ータＡと受信データＢを加算する。図５では、例えば受信データＢを２周期（２・Ｔｓ）
分だけ遅延させて受信データＡに加算した結果が示されている。
　このようにすれば、上述した実施の形態１および２におけるような補間処理を施すこと
なく、受信信号処理部６の実装数を削減して省電力化を図りながら高画質の画像を得るこ
とが可能となる。
【００４５】
　この実施の形態３においても、２：１のマルチプレクサ５の代わりにＮ：１（Ｎ≧３）
のマルチプレクサを用いてＮチャンネルの受信信号毎に１チャンネルの受信信号を順次選
択し、Ｎチャンネル分の受信信号を１つの受信信号処理部で順次処理して受信データを生
成することができる。この場合、Ｎチャンネル分の受信信号のうち、基本チャンネルの受
信信号以外の（Ｎ－１）チャンネル分の受信信号をそれぞれのチャンネルに対応した遅延
時間だけ遅延させることで、各受信信号の時間差を解消することができる。
【００４６】
　また、上述した実施の形態１～３では、超音波プローブ１または３１と診断装置本体２
とが互いに無線通信により接続されていたが、これに限るものではなく、接続ケーブルを
介して超音波プローブ１または３１が診断装置本体２に接続されていてもよい。この場合
には、超音波プローブ１または３１の無線通信部１０および通信制御部１４、診断装置本
体２の無線通信部２１および通信制御部２６等は不要となる。
【符号の説明】
【００４７】
　１　超音波プローブ、２　診断装置本体、３　トランスデューサ、４　受信信号接続部
、５　マルチプレクサ、６　受信信号処理部、７　データ格納部、８　整相加算部、９　
信号処理部、１０　無線通信部、１１　送信駆動部、１２　送信制御部、１３　受信制御
部、１４　通信制御部、１５　プローブ制御部、１６　遅延回路、２１　無線通信部、２
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２　画像処理部、２３　表示制御部、２４　画像格納部、２５　表示部、２６　通信制御
部、２７　本体制御部、２８　操作部、２９　格納部、ａ，ｂ　入力端子、ｃ　出力端子
。

【図１】 【図２】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在获得高分辨率图像的同时实现省电的超
声波诊断装置。解决方案：与输入端子a和b连接的两个通道的接收信号
由一个接收信号处理部分6顺序处理通过多路复用器5在规定的采样周期
中交替地连接一对输入端a和b与输出端c，并且产生接收的数据并将其存
储在数据存储器7中。对这些时间的接收数据执行波束成形。通过定相加
法部分8产生差异，并产生声线信号。
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